























































【考案】1次除菌では CM 耐性菌に対し AMPC が除菌に寄与するが、AMPC



































とされている。今回の検討でも DM 合併 HCC 症例のうち発症時に肝障害を



























































/50hpf であることから、Fletcher 分類に基づき中リスク GIST と診断され
た。明らかな内部壊死は確認されなかった。過去の検査画像の見直しでは、





































sensitivity 81.2%、specificity 100%、PPV 100%、NPV 90.6%、accuracy 
93.3% であった。4）発熱、腹痛、出血、穿孔、細菌性腹膜炎は認めなかった。
【結論】微量腹水症例に対する EUS-P は有用で安全な診断手技である。
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